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・福島県立医科大学附属病院や福島県内のがん診療連携拠点病院に勤務し次世代
の腫瘍外科を普及、実践する
・海外施設への留学を経て、国際的な競争力をもった研究者として活躍する
・外科専門医、及び乳腺専門医の取得

・がんゲノム医療や遺伝子プロファイルによるがん個別化医療に精通した研究者
・治療効果予測マーカー探索など革新的技術開発を推進できる大学教育機関の研
究者
・基礎医学と臨床医学の橋渡し研究の中心的な役割を果たすことができる腫瘍外
科医
・遺伝性腫瘍や希少がんを含むすべての悪性腫瘍疾患について臓器横断的にプレ
シジョン・メディシンを実践できる腫瘍外科医
・AYA世代や高齢者などライフステージや新ニーズに応じた治療を実践できる腫
瘍外科医

福島県立医科大学大学院医学研究科

乳腺腫瘍マネージメントコース（正規課程）（テーマ③）

医師・乳腺外科

4年

単位取得（30単位）
特論4単位、特別研究演習8単位、研究指導4単位、共通必修科目2単位、選択科目
12単位かつ、博士論文審査と最終試験の合格。

〈必修科目〉
腫瘍専門医特論（4単位)*、腫瘍専門医特別研究演習*（8単位）、研究指導（4単
位）、共通基盤教育科目から2単位（総合人間学特論1単位を含む）
〈選択科目〉
医学特論演習（10単位＝5科目）、大学院セミナー**(2単位＝20回聴講、ポス
ター発表）
*臨床腫瘍学特論I～II（4単位）、臓器別臨床腫瘍学特論（4単位）、腫瘍関連学
際領域特論（2単位）次世代腫瘍予防学特論（2単位）を含む。**がんプロセミ
ナー含む

乳腺専門医（日本乳癌学会）の研修施設として認定。

・福島県立医科大学附属病院および関連施設における豊富な癌手術サンプルを用
いて、病理形態学の分野、分子病理学の分野、網羅的遺伝子発現解析手法による
新規分子標的治療薬・抗体医薬標的分子の薬剤感受性や創薬などの分野で基礎研
究を継続できる
・海外との共同研究を積極的に展開できる（米国ロズウェルバーク癌研究所な
ど）

・福島県立医科大学医学部乳腺外科学講座の教授以下、教員6名
・乳腺外科、臨床腫瘍センター、腫瘍内科、放射線治療科、小児腫瘍内科、緩和
ケアセンター、血液内科、遺伝診療部、ふくしま子ども・女性医療支援セン
ター、臨床研究イノベーションセンター、先端臨床研究センター、医療産業トラ
ンスレーショナルリサーチセンターの各領域専門医が共同で指導する。


